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モ ー ッ ァル トとホ ル ンのハ ン ド・ス トップ音

モ ー ツ ァル トに よる オ ー ケ ス トラ作 品 に見 られ る

   ハ ン ド ・ス トップ音 とそ れ らが 持 つ 意 義

石 井 明

Abstract

 The history of the French horn as an orchestral instrument did not begin until

the end of the seventeenth century. Because of its origin， the playing technique for

the instrument and the music written for it very much associated with hunting calls

of the time. In addition to a rather limited amount of the hunting horn's available

notes， orchestral horn players in the beginning of the eighteenth century borrowed

the trumpet's clarino technique， which utilizes high overtone partials in order to ob-

tain more notes. By the end of the eighteenth century， however， a new playing tech-

pique， where the player's right hand acts as various sized mutes and thus allowing

for full chromatic scales throughout the whole range of the French horn， saw its full

maturity. Although Mozart wrote a number of solo pieces for those horn players

who had capitalized the hand-stopping technique， he， just like any other composers

of the time， called only for those notes that belong to the overtone partials in most

of his orchestral works. A small number of orchestral pieces， however， do contain

few hand-stopped notes， of which many are in the passages where the horn is

treated as a solo instrument. In addition， Mozart also utilized the hand-stopped notes

in the context of the traditional horn parts. This paper seeks for possible motivations

for Mozart to write hand-stopped notes in the places where he could have omitted

the stopped notes altogether or replaced them with the traditional open， non-

stopped notes.

  ホ ル ンは，モー ツ ァル トが幼少期 にロ ン ドンでク リスチ ャン ・バ ッハ よ

り管弦楽法の レ ッス ンを受 けていた頃か ら，す なわち18世 紀 中頃 よ りオー

ケス トラにおい て不 可 欠な楽器 と して扱 われ る ようにな った。 それ以 前
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の ， いわゆ るバ ロ ック期 と呼 ばれて いる時代で は， その歴 史が古 いに もか

かわ らずホ ルンは，ほ とん どの ヨー ロ ッパの地で，管弦合奏 の常用楽器 と

して考え られた ことはなか った。 これ は，管弦合奏 その ものが，18世 紀 中

期以前で はまだ新 しい概念であ った とい うこ とと， オーケス トラ とい う，

弦楽器中心の合奏体の なかで管楽器 は， ソロと して使用 され たが，後 にホ

ル ンに与 えられ るような，ハーモニーの厚み を造 るな どの役割 は，模索 さ

れただけ に留 まったためであ る。 しか し，ハ イ ドンの交響 曲群が示 してい

るように， オー ス トリアを中心 と して オー ケス トラの構成，そ してそ こに

求め られ る音が， ソナ タ形式 などの楽曲様式の発展で も見 られ るように，

あ る程度の確立 ・統一化が され るようになって初めて ホル ンは， オーボエ

とともに管弦楽曲には常に含 まれ る存在 となった。

 ホ ル ンが 管弦合奏 で常時 用 い られ る ように なる と，ホ ル ンの持 つ役割

は，次第にサポー ト的な もの に限定 され始め，モー ツ ァル トが交響 曲な ど

の オーケス トラ作品 を本格的 に手が けるようになった1770年 頃 には，管弦

楽 曲の中での ホル ンのパ ー トは，かな り単 純 な もの にな って しまって い

た。 これ以前 に書かれたハ イ ドンの い くつ もの交響 曲には，超技巧 ともい

えるようなテ クニ ックを要求 した ホル ン ・パー トが随所 に見 られたが， こ

の ような作 曲法 は，ハ イ ドン自身 による交響 曲のみ な らず ，モーッ ァル ト

を含 む大半 の作 曲家 に よる作 品で 見 られ な くな って い っ た。 この 傾 向

は，19世 紀 に書かれ た管弦楽作品 を レパ ー トリーの中心 としている，現代

オー ケス トラのホ ル ン奏者であ るマーサ ・キ ング ドン ・ワー ドの コメ ン ト

によ く象徴 されてい る。す なわち彼女 は，18世 紀後期 の交響 曲にお けるホ

ル ンのパ ー トを見て，“五 度 とオク ターブか らなる小 さな楽節 の間 には，

ホ ル ン奏 者 はす るこ とが ない” と嘆 き，典型 的な ホル ンの演 奏パ ター ン

を，“〔2つ の〕ホ ル ンは，Gの 音 を6小 節 にわたる タイで結 び，その後，

長いパ ッセー ジで オクター ブの 四分音符群 をス タッカー トで優 しく吹 く”

と表 した。(1)

 ワー ドの コメ ン トは，18世 紀後期 に書か れた管弦楽 曲のホル ン ・パー ト
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が，20世紀の演奏家の目にはかな り単純に映ることを示唆 しているが，こ

れは，現在一般的に使用されているホル ンが，18世 紀のそれとはメカニズ

ムの点においてかな り異なっていることにも起因 している。現代の典型的

なホルンには，4つ のバルブとともにFとBb両 調用の管が装備 されてい

て，これら調子の選択は，バルブの1つ を動かすことにより自由に行 うこ

とができる。また，他の3つ のバルブにより，全音域において半音階が無

理な く均一・な音質で奏でられるようになっている(こ の半音階機能のおか

げで，現在ではF，Bb以 外の調子用の管が不必要となった)。 これに対 し

18世紀のホルンは，狩猟時の合図の道具として，乗馬 しなが らでも演奏が

できる楽器から発展したもので，今日のホルンに見 られるような運指の機

能は，バルブを含め備えられていなかった。そのため，自然倍音列に含ま

れている音が演奏の対象の中心であ り，自然倍音以外の音は，唇の微妙な

コントロールまたは手によるベルの開閉  後者の方法で演奏されるもの

をハンド・ス トップ音と呼ぶ  のみにより奏でることができた。不 自然

倍音には，即時に音を出すには非常に困難なものが多数あったということ

もあ り，これらを避けながら，当時用いられていた多様な調子を演奏する

には，楽器の一部分に長さが異なる管を装着，すなわち楽器の基調を変え

ることが必要であった。(2)

 18世紀のホルンの構造とその演奏方法は，当時の作曲家達には完全に理

解 されていたが，その結果書かれたオーケス トラ作品内のホルン・パー ト

が，ワー ドが表したように単純なものであったため，モーツァル トが活躍

していた時代には，高等な技術を持ち合わせたホルン奏者が不足 していた

と考え，さらには，これが要因で作曲家達は，ホルン・パー トを簡易なも

のにするほか手段がなかったと考える現代の音楽家 もいる。(3)しかしこれ

は，モーツァル トを含む多 くの作曲家達が，ホルンのための協奏曲や室内

楽曲といったジャンルで，ハンド・ス トップ音を駆使 した技術的に難度の

高い作品をい くつも残していることから，当時，演奏能力に問題のある奏

者のみが存在していたとは考えにくい。ホルン・パー トが簡潔化されたの
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は， む しろ， トーマ ス ・マ ーテ ィン ・ブラウ ンが提 案す る ように，18世 紀

の作 曲家達 は， ホル ンの不 自然倍音が，管弦合奏 の中では音 質の面で不適

格 とみ な し， あえて， 自然倍音 のみを用 いたパー トをホル ンのために書い

たため， と解釈す るべ きである。(4)

 オー ケス トラという合奏体 の中で，ホル ンが担 っていた役割，そ してそ

れ に応 じた作 曲習慣 などをモ ーツ ァル トが ，同世代 の大半の作 曲家達 と同

様，十分 に理解 していたことは，彼が書 いたオーケス トラ作品 を検 証する

ことによ り，容易 に想像で きる。つ ま り，モーツ ァル トが残 したオーケス

トラ作 品での ホル ン ・パ ー トには， ほ とん どの場合 ，音 質が著 しく変化 し

て しまう不 自然倍音 を見 出す こ とがで きない。 その一方モー ツァル トは，

数 は少 ないが い くつか の作 品で，ワー ドが表 した ような典型的な音 と音形

の枠か ら外 れて， ホル ンの不 自然倍音(ハ ン ド・ス トップ音)を 用いた。

これ らハ ン ド・ス トップ音 の多 くは，ピア ノ協奏 曲やオペ ラに よ く見 られ

る， ホル ンが ソロと して扱 われているパ ッセージ内で使 用 されている。 さ

らに， これ らソロ ・パ ッセージに加 えモー ツァル トは，ホル ンが伴奏的 な

役割 で用 い られている場面 で もハ ン ド ・ス トップ音 を，管楽器への関心が

強 まっていったウ ィー ン時代 の後 半に書 かれた作 品のなかで使用 した。そ

こで この論文 では，い くつ かの オー ケス トラ作品 内 に見 出す ことが で き

る，モーツ ァル トが従 来の習慣 を超えて書いたホル ンのハ ン ド ・ス トップ

音，特 にソロ ・パ ッセージ内で用い られていないハ ン ド ・ス トップ音 に焦

点 を当て，それ らが持つ 意義を， これ らの音が含 まれてい る作品 を検証す

るこ とによ り考察す る ものである。

*  *  *

 モ ー ツ ァル トは， まだそれほ どオーケス トラ作品 を書いた経験が なか っ

た頃か らホル ンのハ ン ド ・ス トップ音 を使い始めてい る。モー ツ ァル トが

それ らを最初 に用いた作 品は，現存 する資料か らは，彼が まだ12歳 であ っ

た1769年 の 夏 に作 曲 され たセ レナー ドニ長調K。100と 判 断で きる。 この
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作 品 の第2と 第3楽 章 でモー ツァル トは，ホ ルンをコ ンチ ェル タンテ楽器

の1つ として扱 い，多様 かつ多 数のハ ン ド ・ス トップ音 を使用 した。 この

作品の ホル ン ・パ ー トは，モー ツァル トがホル ンをソロ的 なパ ッセージで

使用す るには，ハ ン ド ・ス トップ音 が不可欠だ とい うことをすで に認識 し

て いたこ とを示 している。 これ以降モー ッァル トは，ハ ン ド・ス トップ音

を存分 に用 いて， ホル ンのための協 奏曲やホ ルンが中心 または中核 の1つ

とな ってい る室 内楽 曲 を，生 涯 にわ た って書 きつ づ け た。(5)また ，セ レ

ナー ドK.100の 中 で見 られる よ うな， コ ンチ ェル タ ンテの要 素 を持 った

ホ ル ン ・パ ー トを， い くつ かのオペ ラや ピア ノ協奏 曲などの作 品で もハ ン

ド・ス トップ音 を多用 して書 いた(表1)。

 ホ ル ンが中心 的な位 置 を占め てい る作 品や ホ ル ンの ための ソロ ・パ ッ

セー ジが含 まれ ている曲にハ ン ド ・ス トップ音が用い られ ているこ とは，

それ らが モーツ ァル ト以外 の作 曲家に よる同様 な作品 にも見 られるこ とか

ら， さほ ど特別 なこ とと受 け止 める ことはで きない。注 目すべ き点 はむ し

     表1 ソロ ・パ ッセージ内にハン ド・ス トップ音を含む

        オーケス トラ作品

Composition Date Horn Type Place

Serenade in D major， K.100 Summer，1769 D 2”dand 3`d mvts

Divertimento in D major， K.

131

June，1772 D ls`，3`d，4`h，6`h， and 7 h

mots

Serenade in D major， K 204 August 5，1775 D 5`hmvt， m.28

Idomeneo， re di Creta， K.

366

Fall，1780-

January，1781

Eb

E

”Se it padre perdei”

(No.11in NMA)

”Zeffiretti lusinghieri”

(No.19in NMA)，m.57

Piano Concerto in E-flat

major， K.482

December 16，

1785

Eb

Eb

3`dmvt， m.54， m.58，

m.405，and m.409

3`dmvt， m.393

Soprano Aria， ”Al desio， di

chi t'adora”K.577

July，17gs F

Cosi fan tutte， K.588 January，1790 Eb

E

No.21， m.50

No.25
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ろ， モーツ ァル トが，先に述べた ように}ハ ン ド ・ス トップ音が通常用 い

られ るこ とが なかった，ホル ンが伴奏的な役 割で使用 されてい る場面でf

当時の習慣 に反 してあえてハ ン ド ・ス トップ音 を使用 した事実 にあ る。 こ

の ように用 い られ たハ ン ド・ス トップ音 は，わずか13の オーケス トラ作品

にしか現 われ ない(表2)。

    表2 典型的なホルン ・パートに見られるハンド・ス トップ音

Composition Date Horn

Type

Pitch Chord Quality Place

Idomeneo， re di

Creta， K.3&&

Fall，1780

-

January，

1781

Eb a'一flat German 6`h ”Andro ramingo

es◎1◎ ”

{No.21 in NMA)，

mm.130-34

Piano Concerto in

E-flat major， K.

449

February

9，17$4

Eb

Eb

Eb

d”一sharp

d”一sharp

d”一sha船

D三黷識i無ished 7th

and
    o

appoggiatura

Chromatic
  .

pass鑽9重o鍍e

Augmented 5 h

2“dmvt， 搬 飢15-16

and mnn.114-15

2費dmv重 ， m.113

3「d搬vt， 搬.24

Pla無 ◎Co!icert◎1飜

B-flat major， K.450

March

15，1784

Eb d”一sharp Do癜 簸a滋7～ね 2”d搬v重 ，搬.77

Piano Concerto in

Fmajor， K.459

December

11，1784

F e”一flat Diminished 7`h 1”mvt， m.391

Piano Concerto in

Dminor K.466

February

10，1785

D

D

D

D

D

D

e”一flat

e”一flat

e”岨at

e”.怱at

c”一sharp

e”一飴t

Major triad

Minor triad

Minor triad

(6一瑾P◇sl経◇澱>

S饕sins韮 ◎轟

Lower

neighbor

Major triad

1”rnvt>rnm.174-75

1”rnvt， m.178

r竃mvt， mm。35(ト53

3「d搬vt， 拠.49

3「dmvt， m.183

3`dmvt， mm.184-85

Piano  Concerto

l飜 £一飴 亡 斑ajor，，

K.482

December

26，2asp

Eb

Eb

8b

e'シーflat

c”一sharp

c”一sharp

Diminished 7 h

Dl!籖 韮nished 7`h

Diminished 7

1”mvt， mm.353-54

3`dI21V1，m.198

3`dmvt， m.256
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Composition Date Horn Pitch Chord Quality Place

Type

Piano Concerto in March Eb d"-sharp Diminished 7' 1' mvt, m. 485

C minor, K. 491 24,1786 and dominant 7'h

Le nozze di Fi- October C e"-flat Half
"Susanna or via

garo, K. 492 1785- diminished 7'h sortite?" (No. 14

April (upper in NMA), mm.

29,1786 neibor) 49-50

Symphony in D December D e"-flat Dominant 7`h 1" mvt, m. 237

major, "Prague," 6,1786 D b' Major triad P mvt, m. 239

K. 504 D d"-flat Dominant 7`h P' mvt, m. 240

Bass aria, "Men- March Eb b' Dominant 7`h m. 64

tre ti lascio," K. 23,1787 Eb a' Dominant 7`h m. 64

513 Eb g'-sharp Diminished 7`h m. 65

Don Giovanni, March, C c"-sharp Dominant 7'h
"Presto

, presto"

K. 527 1787- (No. 13 in NMA),

October m. 505

28,1787 Eb d"sharp Dominant 7`h
"Sola

, sola in buio

loco " (No . 19 in

NMA), m. 88 and

m. 96

Eb V Major triad
"Sola

, sola in

buio loco,"m. 103,

m.105,m.108,

and m. 111

Symphony in E- June Eb d"-sharp Minor triad 2"d mvt, m. 96 and

flat major, K. 543 26, 1788 m. 98

Eb d"-flat Major triad 4'h mvt, m. 115

Eb e"-flat Dominant 7`h 4'h mvt, m. 116

and m. 118

Eb d"-flat Minor triad 4'h mvt, m. 117

and m. 119

Eb c"-sharp Major triad 4'h mvt, m. 121

Eb d"-flat Dominant 7`h 4'h mvt, m. 213

(chromatic

passing chord)

Symphony in G July Eb d"-flat Dominant 7`h 2"d mvt, m. 104

minor, K. 550 25,1788 and

e" -flat
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 ハ ン ド ・ス トップ音が使用 されている作 品を検 証す る前 に，モー ッ ァル

トが，ホ ル ンの どの音 を自然倍音 と捉 えていて，それ ら自然倍音が持つそ

れぞれの特性 をどの よ うに理解 していたかを考察する必要があ る。 なぜ な

らば，純粋 な自然倍音 と西洋音楽が使用 している音 階  1オ ク ター ブが

12で 割 られてい る  の 間には，音程 が完全 に一致 してい る音 はほとんど

な く，ホ ルンお よび トラ ンペ ッ トな どの， 自然倍音 を主に奏で る金管楽器

の演奏 にあ っては，何 らか の形 で常 に音 程 の微 調整 を行 わ なけれ ばな ら

ず，ホル ンの場合，その微調整 にベ ルに置 かれた右 手 も使用す る場合 もあ

り，一概 に， 自然倍音の音すべ てが ノ ン ・ハ ン ド ・ス トップ音 と， またこ

れ と同時に，不 自然倍音すべ てがハ ン ド ・ス トップ音 とみなす ことがで き

ないためであ る。

 モ ー ツァル トによるオーケス トラ作 品におけるホル ン ・パー トで は，す

べ ての調子用の管 を通 じて， コ ンサ ー ト ・ピッチで第2倍 音 にあた るcか

ら第13倍 音 であ るa”まで をホル ンの音域 としている。(6)この 範囲 にあ る自

然倍音のほ とん どが，18世 紀後期 に存在 した どのチューニ ング法 を利用 し

て も，唇の微調整のみ によ り演奏可能 な もので，オープ ン音 として考 える

こ とが で きる。 これ らの 中で，特 に演奏 時 に注 意が必 要 な もの は，第7

(b'一且at)，第9(d”)， 第10(e”)， 第11(f”)， と第13(a”)倍 音 で， これ

らの音 は，音程の調整 を施 さない限 り，12音 階内で使用 されてい る音 との

間にか な りの音程差が生 じて しま う。12音 階 と比較 する と，第9倍 音 は少

し高め に，第10倍 音 は少 し低 めになる。 第7と 第13倍 音 は，か な り低め に

音が出て しまうので，調整が他の音 よ り難 しく， これ らの音は， オー プン

音のみで構成 されてい るホル ン ・パ ー トには，音 程調 整に よ り音質が多少

変化 して しまうことか らか， ほ とん ど使用 される ことはなか った。最 も問

題があったのは第11倍 音で， この音 は，実際 に使 われてい たf” とf”・sharp

の 中 間 に位置す るような音程 を持 ち， これを奏 でるには，第7と 第13倍 音

を演奏す るとき以上の調整が必要で ある。 しか しこの音 は， この音が和声

において最 も重要 な要素の1つ である下属音 であるため，音程の調整が困
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難 で あ るにもかかわ らず頻繁 に用 い られ た。 これ らオープ ン音 が持 つ音 程

の 問題 を，モー ツ ァル トは 十分 に理 解 して い た よ うで， 〈音 楽 の冗 談〉

(Ein musikalischer Spay， K.522)の 中でモ ーツ ァル トは，音程 の調整 の

技術 を身 に付けてい ないホ ル ン奏者が どの ような音 を出す かを的確 に描 写

してい る(譜 例1)。

 ホ ル ンの オー プン音 を演奏す る際 に， 自然倍音 の音程 をある程 度上下に

アジャス トしなけれ ばな らないが，モ ーツ ァル トの時代 のホル ン奏 者が，

どの ような方法で音程調整 を行 っていたかは，正確 には判 明 していない。

1つ の方法 と しては，ハ ンド ・ス トップ音が1750年 頃 か らす でに使用 され

ていた ことか ら， オー プ ン音 も，ハ ン ド ・ス トップ音 を奏 でる とき程では

ないが，右手の微妙 な開閉によ り音程調整が施 されたのではないか と考 え

るこ とが で きる。(7)この推 論 のベ ース とな ってい る のは，デ ュ ヴェ ル ノ

ア， ドプラ， ドムニ ヒな どの，19世 紀パ リで活躍 したホル ン奏 者達に よる

メソ ッド本で，(8)これ らには，モ ダ ン ・ホル ンの演奏 法 と同様，右手 の一

部 を どの音 を鳴 らす に もベ ルの開口部 に挿 入する ことが提 唱 されていて，

この右手の細か い動作 に より，オープ ン音 の音 程調整 を行 うことが求め ら

れている。 しか しこれは，ハ ン ド ・ス トップ音が， ソロ曲だけで な くオー

ケス トラ作品の ホル ン ・パ ー トで も，オープ ン音 とほ とん ど区別 されず に

扱 われるよ うになった時代 の演奏法 で，右 手 を常 に挿入 してお くとい うこ

との主 旨は， オープ ン音 とハ ン ド ・ス トップ音 との音質の均一化で， オー

プ ン音の音 質のみが好 まれた，18世 紀後期 のオーケス トラ作品 を演奏 して

いたホル ン奏者が この ような方法 を適用 していたかは疑問であ る。

 オ ープ ン音 の音程調整 は，右 手が使 用 され ない場合，唇の コン トロー ル

によって行 われ るこ とになる。 この技 法は，ベル に手 を置 くことがで きな

か った，18世 紀 の トラ ンペ ッ ト奏 者が習 得 してい た もの であ る。ハ ンブ

リーズ は，バ ロ ック ・ホ ル ンの ベ ルの開 口部 がか な り小 さか った こ とか

ら，右手 よりむ しろ右 の指のみでホル ンの音程調整が行 われ ていたと推測

す る一方 ，18世 紀 のホル ン奏者 は， しば しば トランペ ッ トも演奏 し，彼 ら



ω ○◎

譜
例
1 
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
 
〈音
楽
の
冗
談
>K
.5
22
，
第
2楽
章
，
16
-2
0小
節

H。
rn
 
i。
 F

Ul
l

譜
例
2 
ア
ン
ト
ン
・
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ハ
ン
ペ
ル
 
ホ
ル
ン
の
た
め
の
練
習
曲

。
 
 
 
 
rr
r「
「
「
壷
. 
 
广
、

証
〔
口
」
、

.v
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 I
 
l 
 
 
. 
圃
「

言
 厂
」躍
「
  
 
【
一
L 
.

_一
一
亀
l 
i

1 
! 
 
 
 
1_

一
一
一
r 
▼
 
u 
IL
置

凵
 
 
fi
r 
l▼

羽
一
Y 
I曾
 
1
躍
・
_1

，
IH

覦
一
一

1 
I 
I 
憂
 
1 
 
1 
 
」
イ
ー
.一

一
. 
 
 
I 
f 
ll
 
l一

1 
1 
」
イ
 
 
1r
【
 

11
雪
 
l 
 
 
i 
 
一
♂
  
 
圃
「

. 
i 
I 
! 
l 
 
l 
 
▼
-一

i 
「
 
i 
匝
.■
1 
1 
1 

1 
 
丑
  
▼
 
 
 
 
 
 
1 
 
. 
 
 
 
 
u

t)
ヂ
…厚
鶉
彗
蕁
 
 
つ

- 
菊
ぢ
蕁
コ
馴
調
蕁
`詳



            モーッァル トとホルンのハンド・ストップ音 39

の た めのパー トが，時にはホル ンか トランペ ッ トの どちらのため に書かれ

たかが判 断 しに くいこ とか ら，当時のホル ン奏者は， トラ ンペ ッ ト奏者が

行っていた唇に よる音程調整法の知識 をおそ ら く持 っていただ ろう として

いる。(9)また ， ドン ・L・ ス ミザ ーズ は，19世 紀以前 の ホル ン奏 者が， ト

ラ ンペ ッ ト奏 者 と同様な方法で音程 をコン トロー ル してい た と考 え，今 日

のバロ ック ・ホル ン奏者は，必要以上に手 を使 った音程調整法 を重視 しす

ぎている と非難 している。(10)

 ホ ル ンのオープ ン音 のなかには，実は， 自然倍音 に属 さない もの もい く

つか存在する。 これ らの大半は，ホル ンの低音域 にあた る， 第1か ら第3

倍 音の問にある音で，特に第1と 第2倍 音問 にあ るほ とん どが，唇 のコ ン

トロールで得る ことがで きる音であ る。 これ は， ホル ンの構造上の特性 に

よる もので，低 音域 においては，わずかの唇の動作で大 きな音程の変化が

得 られる ような仕組みになってい るためであ る。例 えばハ イ ドンは， い く

つかの交響 曲で， この特性 を利用 して低音域の オー プ ン音 を巧み に使用 し

てい る。(11)ちな みに，ハ イ ドンが，低音域にあ るい くつかの不 自然倍音 を

唇に よって奏で られ るもので，ハ ン ド・ス トップ音 ではない と理解 してい

た とい うことは，低音域の オー プ ン音が見 られ るホル ン ・パ ー トにおいて

ハ イ ドンが， リ ップ ・コ ン トロー ルで は得 られないハ ン ド ・ス トップ音 を

意識的 に避 けていた ことか ら察知で きる。 また，18世 紀 の文献 では，バ レ

ンテ ィ ン ・ローゼ アが，彼の メソ ッ ド本 のなかで，少 な くとも第3倍 音g

の 半音下 であ るf-sharpを ， 右手 に よる操作 を必要 としない オープ ン音 と

してい る。(12)

 低 音 域 と比較 して第3倍 音以上の 中音域 では，唇 での操作 に よって音 程

を大 き く変化 させ ることが難 しく，その音域 に属 しているほ とん どの不 自

然倍音 は，18世 紀後期の作 曲家達か らは，ハ ン ド ・ス トップ音 と理解 され

て い た。 ただ1つ の 例外 は，第4倍 音 で あ るc'の 半 音下 のbで ，この 音

は， リ ップ ・コ ントロー ルによるオープ ン音 として捉 え られていた可 能性

は高い。例 えば，ハ ンド ・ス トップ ・テクニ ックの開拓者 の1人 であった
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ジ ョゼ フ ・ハ ンペ ルは，オー プ ン音 の練習 が 目的で書 かれ たで あろ うエ

チ ュー ドのなかで，bの 音 を用 いて いる(譜 例2)。(13)ま た ，ハ ンペ ルだ

けでな く，モー ツァル トを含 む多 くの作 曲家が ，bの 音 を典 型的 なオーケ

ス トラ作 品の ホル ン ・パ ー トで しば しば使 用 してい る ことか ら， この音

は，ハ ン ド ・ス トップ音 とはみ なされてい なか った とい うこ とが理解 で き

る。 また， このbの 音 に加 え，中音域 では，第5倍 音e'の す ぐ下に位 置す

るe'一flatも オ ー プ ン音 と見 なす現 代 の学者 もい る。(14)しか しこの音 は，

リップ ・コン トロールのみで演奏す るには技術的 にか な り困難で あるこ と

に加え，18世 紀後期の オーケス トラ作品で はほ とん ど使用 されるこ とが な

かった ことか ら，おそ ら く，モー ツァル トを含 む当時の作 曲家達 は， この

e'一flatをオ ープ ン音 としては捉 えていなかったか と思われ る。

 中 音域の不 自然倍音の なかで， どの音が唇 によるコ ン トロールのみで，

すなわちオープ ン音 として奏で られていたか を判断す るの は難 しく， む し

ろ， どの調子の， どの ように造 られたホル ンを使用 し， どこの地域の習慣

に従ったかが， これ らの音がオープ ン音あ るいはハ ン ド ・ス トップ音 と し

て演奏 され るかの決 め手 にな っていた可 能性 もあ る。(15)いず れ にせ よ，

モーッ ァル トが どの不 自然倍音 をハ ン ド ・ス トップ音 または オー プン音 と

捉 えていたかは，彼 が残 したオーケス トラ作品のホ ルン ・パー トを検証す

る ことで推測 す る ことが で きる。中音域 にある不 自然倍音 の 中で，モー

ツ ァル トが 唯一オープ ン音 として捉 えていたのは，おそ ら く第4倍 音c'の

半 音下 のbの みか と思 わ れる。なぜ な らば， この音 だ けが，ハ ン ド ・ス

トップ音 を含 まない典型 的なホル ン ・パー トの中で しば しば用い られてい

て， その場合 この音 は，第4倍 音 と接続 した，すなわち第4倍 音か らリ ッ

プ ・ダウ ンが容易 に行 える音 形で現われるか らであ る。

 中音域以上 の不 自然倍音 で，オープ ン音かハ ン ド ・ス トップ音かの判断

が最 も難 しいのが ，第11倍 音f”の半音上であ るf”一sharpで あ る。 これは，

第11倍 音 本来の音程 が，12音 階のf”とf”一sharpの 中 間に位置 してい るため

である。 この第11倍 音 は，18世 紀 に書かれたオーケス トラ作品では，音程
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の 調 整が大 きく必要であ るにもかか わ らず 頻繁 に使用 され，通常，f”とし

て扱われ る。 この音が，f”一sharpで は な く，f”として用 い られたの は，前

者が基調のスケール に属 してい ない とい うこ ともあるが ，唇 で音程 の コン

トロール を行 う場合，音程 を下げ るこ との方が，音程 を上 げる ことよりも

安易に行え るとい うところに要因があ る。 しか しその一方 ，第11倍 音 を基

に，右手に よる音程の調整 を行わず にf”一sharpを 奏 で ること も，長3度 の

間隔が，現在使用 されてい る平均律 と比較す る とか な り狭 くなっていた18

世 紀の調律習慣では， この音の音程が，第11倍 音本 来の音程 に近 い もので

あったため， ワイ ド ・オー プ ンと も呼 ばれ る，下顎 を下 げるな どして口内

の容積 を大 き くす る動作 によ り可能で あった。 モーツ ァル トも， しば しば

このf”一sharpを オ ーケス トラ作 品のホル ン ・パー トで用いてい るが ，彼 は

おそ ら く， この音 をハ ン ド・ス トップ音で はな くオープ ン音 として捉 えて

いたか と思われ る。 ちなみ にモー ツ ァル トは，右手 に よる音 程の調整が行

え ない トラ ンペ ッ トに対 して，デ ィベ ルテ ィメ ン トハ 長調K.188を 含 む

い くつかの作品で， 第11倍 音 を基 に したであろ うf”とf”一sharpの 両 方 を要

求 してい る。(16)

 モ ー ツ ァル トに とって，上 で示 した不 自然倍音 のオープ ン音のほかは，

すべ てハ ン ド・ス トップ音 と見 なす こ とがで きる。 しか しモ ー ッ ァル ト

は， これ らハ ン ド・ス トップ音 をあ らゆる調子 のホル ンのため に書いたわ

けではな く， 限 られた管 のためのみに用 いた。 この傾 向は， オーケス トラ

作品のみ でな く，彼 の協奏 曲を含 むホル ンの ソロ作 品で も見 られ る。 これ

は，モー ッ ァル トが，ハ ン ド・ス トップ音 は特 定の調子のホ ルンに適 して

いた と理解 していたか らである。ハ ン ド ・ス トップ音が最 も多 く見 られ る

の は，Ebホ ル ンが求 め られ ている作品 で，ハ ン ド ・ス トップ音が オー プ

ン音 と同様 な扱 い を受 けてい るオ ーケス トラ作 品13曲 中，実 に9作 品 で

Ebホ ル ンが用 い られている(表2参 照)。 これは，決 して驚 くべ き数字 で

はない。なぜ な らば，Ebホ ル ンは，モー ッ ァル トに とって ソロ用 の楽器

であ り，協 奏曲3作 品(K.417，K.447， そ してK.495)， 五 重 奏 曲2作 品
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(K.407とK.452)， そ して管楽 器 の ため の セ レナ ー ド2作 品(K.375と

K.388)を 含 む，ホル ンが独奏 楽器 と位置付 け られ てい る曲 々の大 半で

Eb管 が使 われている。

 モ ー ツ ァル トの オー ケス トラ作 品で，Ebホ ル ンのパー トの次 に多 くハ

ン ド・ス トップ音 を含 ん で い る の は，D管 の ホ ル ン ・パ ー トで， これ

は，13作 品中2作 品 に見 られ る(表2参 照)。 この 数字 だけか らは，モ ー

ツ ァル トがD管 のため にハ ン ド ・ス トップ音 をあ ま り書 か なか ったか に

見受 け られるが，これは誤 りで，ハ ン ド ・ス トップ音は，ホ ルン協奏 曲1

作 品(K.412)の ほ か，ホ ル ンが ソ ロ的 な役割 を担 って い るい くつ かの

オーケ ス トラ作 品で は使 わ れて いる(表1参 照)。Eb管 とD管 用 のホ ル

ン ・パ ー ト以外 では，モーツ ァル トはハ ン ド ・ス トップ音 をあ ま り使用せ

ず ，典型 的なオーケス トラ作 品内のホル ン ・パー トでは，わずか2作 品の

C管 とF管 用のパ ー トでハ ン ド ・ス トップ音が 見 られ るのみ であ る(表

2参 照)。 また， ホル ンが独奏楽器 と して扱 われて いる作 品や， ホル ンが

ソロ ・パ ッセー ジ内でハ ン ド・ス トップ音 を奏 で るオ ーケス トラ作 品で

は，E管 も用 い られ ているが，作品数 は， EbやDパ ー トを含んで いる も

の と比 較す る と少 ない。 ち なみ にモ ー ツ ァル トは，G管 やA管 の ような

高 い音域 のホル ン， あるいは低音域 ホル ンで あるBbバ ス管 のた めにはハ

ン ド ・ス トップ音 を まった く書 か なかった。 これ は，モ ー ッ ァル トが，

Ebを 中心 とした 中音域 のホ ル ンのみがハ ン ド ・ス トップ音 を演奏す るの

に適 して いると考 えていたことを明 らかに表 している。

 先 に述べ た ように，モー ツ ァル トが， オーケ ス トラ作 品でハ ン ド ・ス

トップ音の使用 を始め たの は彼が まだ12歳 の時 で，その後彼 は，18歳 にな

るまでの数年 間で，3作 品内の ホル ン ・パ ー トでハ ン ド ・ス トップ音を用

いて いる(表1参 照)。 しか しこれ らの作 品で は， ホル ンが協奏 曲 にお け

る独奏楽器の ように扱 われてい る場面が ほ とん どで，ハ ン ド ・ス トップ音

は，伴奏 的 な役 割 を担 って い る典 型 的 な音形 で は使 用 され てい ない。('7)

モ ー ッァル トが，典型的 なホ ルン ・パー トでハ ン ド・ス トップ音 を書 き始
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め た のは，彼 が ウ ィー ンに移住す る直前 に作 曲 され たオペ ラ，《イ ドメネ

オ》か らである。 この作 品は，モーツ ァル トが ミュンヘ ンの カー ル ・テオ

ドール侯 の命 を受 けて作 曲 し，1781年1月29日 に初演 された。 ミュ ンヘ ン

の宮廷 オーケス トラの前 身は，合奏技 術の高 さでその名が ヨー ロ ッパ 中に

知 られていた，マ ンハイムの宮 廷オーケス トラで一1778年 に宮廷の移動

があ り，マ ンハイムか ら ミュ ンヘ ンに移 って きた  そ こには，管楽器の

名手が多数在 籍 していて，彼 らとモ ーツ ァル トは，《イ ドメネ オ》 を作 曲

す る数年 前 か ら交 友 関係 に あ った。 この こ ともあ り，《イ ドメネ オ》 に

は，多 くの管楽器 を引 き立て るパ ッセー ジが含 まれ ていて， ホル ン ・パ ー

トに も，ハ ン ド ・ス トップ音 を駆使 したソロ ・パ ッセージが ，イ リアのア

リア，<Se il padre perdei>と 〈Zeffiretti lusinghieri>に 見 られる。 これ ら

に加えモー ツァル トは，第3幕 第3場 の四重奏， 〈Andrδramingo e solo>

で ， ハ ン ド ・ス トップ音 を伴奏的 な要素 として使用 している。

 《イ ドメネオ》 を書 く機会が与 え られた とい うこ とは，モー ッ ァル トに

とって，長 く夢見て いた宮廷 オペ ラ作 曲家 としての道が切 り開かれ るか も

しれ なか った とい うこ とで，作 曲にあた りモー ツァル トは， この作品 を完

成度が高 くそ してイ ンパ ク トの強い ものにす るため に，い ろい ろな工夫 を

凝 らし，斬新な技法 を取 り入れた。(18)これ は，オペ ラのいたる ところで反

映 されているが ，〈Andrδramingo e solo>に お いて も，モー ツァル トが

いか に効果 的に音楽 を付 けていたか を見 ることがで きる。 この四重奏 は，

オペ ラの終結部前 の クライマ ックス を担 い，主人公4人 の感情が最 も高 ま

る場面 の1つ である。冒頭 は変ホ長調で始 ま り，慣例 に従 って変 ロ長調 に

転調 されるが，主役 達が現 況のつ らさを訴 えるところで変 ロ短調 にな り，

この調子 が確立 された後，D-flatを ベ ース と した変 ロ短調 第1展 開の和音

が期待 される ところで，“Piu fiera sorte(最 も過酷な運命)” とい う歌 詞

とともに，変 ロ短調の3の 和音であ る変 二長調 の長3和 音 がフ ォルテで奏

で られ る。 この場面 で は，明 らか にD-flatが 強 調 され て い るが ，この音

は， この四重奏で用 いられて いるEb管 の ホル ンの コ ンサー ト・ピ ッチで
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はb'一flatとな り，これは，典型 的なオーケス トラ作品 内のホ ル ン ・パ ー ト

で ほとんど見 出す ことがで きない第7倍 音 である。 この音 をモー ツァル ト

は，音楽 を効果的 なもの にす るために慣例 に逆 らってあえて用いた。 さら

に，四重奏の再現部 にお いて は，提示部 で変 ロ短調 であった部分が，基調

の平行短調で ある変 ホ短調 で奏 で られ，“Piu fiera sorte”の ところで は，3

の 和 音で は な く，変 ハ をベ ー ス と した， ドイツ6の 和音 であ る変 ハ，変

ホ，お よび変 トか らなる長3和 音 によ り歌 詞が強調 されている。 ここでは

変ハが最 も重要 な音 であ るが ，この音 は，Eb管 のホル ンの コンサ ー ト ・

ピ ッチ で は，ハ ン ド・ス トップ音 であ るa'一flatにな る。提 示 部 にお いて

モー ッァル トは， ほとんど使 われるこ とがなかった第7倍 音 をホ ルンに与

えたが，再現 部 において は，強調 を確 実 な ものにす るため にハ ン ド ・ス

トップ音 まで も使用 した結果 になっている。 ちなみに， この四重奏に出て

くるハ ン ド・ス トップ音 は，《イ ドメネ オ》内 で は唯 一， ホル ンが コ ン

チ ェルタンテ扱 いされ ていない場面 で使用 されている音 である。

 モ ーツ ァル トは，《イ ドメネオ》の作 曲後 ウ ィー ンに移住 したが， そ こ

で もい くつかの オペ ラを書 く機 会が 与 え られ た。 それ らの作品 で もモー

ッァル トは，管楽器 を存分 に活用 し， ホル ンもその例外 ではなかった。ホ

ル ンが独 奏的 に扱 われて いる場 面は，随所 に見 る ことがで きるが，ハ ン

ド ・ス トップ音が駆使 されて書か れたパー トは，《フ ィガ ロの結婚》 の再

演時 に作 曲され たスザ ンナの ア リア， 〈Aldesio di chi t'adora>(K.588)

と 《コシ ・フ ァ ン ・テ ゥッテ》 にあ る フィオ ルデ リー ジの ア リア， 〈Per

pieta， ben mio>が あ るのみで ある。前者 でホル ンは，2つ のバセ ッ ト ・

ホル ンとファゴッ トとともにコ ンチ ェル タン ト楽器 として扱 われている。

また後者では，ホ ルン2本 が独奏楽器 と して現 われる。

 ホ ルンが伴奏的 な役割 を担 って いるパ ッセージで，ハ ン ド ・ス トップ音

が用 い られてい るのは，《フ ィガロの結 婚》内の1曲 と 《ドン ・ジ ョヴ ァ

ンニ》内の2曲(表2参 照)で ， この他 には，オペラ上演 のためではな く

コンサー トアリアと して1787年 に書か れたバ スア リア，〈Mentre ti lascio>
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(K.527)が あ る。 これ らの作 品のなかで もハ ン ド ・ス トップ音 は，《イ ド

メネオ》 の 〈Andrδramingo e solo>で そ うであ ったように，典型 的なホ

ル ン ・パ ー トの枠 の なかで効 果 的に使 われ てい る。例 え ば 《ドン ・ジ ョ

ヴァンニ》の第2幕 第7お よ び第8場 にあ る六重奏， 〈Sola sola in buio

loco>で は ， d”一sharpとb'の2種 類の ハ ン ド・ス トップ音が それぞ れ数 回

使 われていて， これ らをモー ツァル トは， これ らが持つ ，手 をベルに挿入

す ることによ り生 まれ る独特の曇 った音色 を上手 に利用 している。すなわ

ちこの六重奏で は， レポ レッロが他の登場 人物達 か らそれ までの悪行につ

いて許 しを乞 い，それが否定 される とい う場面 だが，モーツ ァル トは， レ

ポ レッロの罪悪感 をピアノで歌 わせ ，他 の人物 達の怒 りをフ ォルテで表 し

ていて， この強弱 の差 を， ピア ノの ところで は曇 った音色 のハ ン ド ・ス

トップ音 を部分 的に，フ ォルテの ところでは開放的な音色 を持つホル ンの

オー プ ン音 を使 うこ とに よ り強調 してい る。 さ らに第103と 第106小 節 で

モーツ ァル トは， レポ レッロの不安 と謙虚が入 り交 じった ともい える感情

を，木管楽器に よる半音階 とホル ンのハ ン ド ・ス トップ音 を組み合 わせ る

こ とで巧 みに表現 している(譜 例3)。

 〈Mentre tl lascio>に お いて もモー ツァル トは，歌詞 によって表 されて

いる登場 人物の感情 を，ハ ン ド ・ス トップ音 を用い て効果 的にサ ポー トし

てい る。 このア リアで は，“terror(恐 怖)” とい う言葉が特 に強調 され て

い るが，曲全体で この言葉 は3つ の異 なる文節 に含 まれていて，言葉 その

ものは計9回 歌われ る。 この9回 でモー ツ ァル トは，強 度の緊張 感を醸 し

出す減3和 音 を1回 ，そ して不協度が さ らに高 い減7和 音 を4回 使 用 して

“t
error” を 表 してい る。 これ ら和 音 は，基調 の音 階外 の音で構 成 され る

ことが多 く， オー ケス トラ作 品で用 い られる場合 ，ホル ンは和音 の中に含

まれてい るオー プ ン音 だけを奏で るこ とが ある。 しか し，ホル ンの オープ

ン音が和音の中 に1つ しか含 まれていないケースな どでは，ホ ルンの音が

突 出 して しまい，和音 のバ ラ ンスが 崩れて しまう可能性 があ る。その ため

モ ーツ ァル トは，減3・ 減7和 音 が使 われてい る5箇 所の内，ホ ルンは4
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箇 所 で使用 されていない。その一方，ホル ンが用い られてい ない減3・ 減

7和 音 では，これ らが持 つ強度の緊張感 を十分に表せ るとはい えない。 な

ぜ な らば，これ らの和音 には，その直後に置かれてい る協和音 に向か って

エネルギ ーを放 出す る とい う役割 があ り， これ を効果 的に実 行 させ る に

は，不協和音 に十分な音量 を持 たせな くてはな らない。 このため には， ホ

ル ンの存在は不可欠 となる。そ こでモー ツァル トは，第65小 節の1箇 所 だ

けだが，ホル ンのハ ン ド ・ス トップ音 を使用す ることによ り，減7和 音の

緊張感 を確実 に生 み出 して いる。この減7和 音 には，バ スにFが 含 まれて

いて， この音 は，Eb管 のホ ル ンの 第11倍 音(d')を 用 いて オ クターブで

重複が可能である。 しか し第11倍 音は， ここで はバ ス音 と して は高す ぎ，

和声 進行に障害が生 じて しまう。 したが ってモー ッ ァル トは，音の厚み と

音量 を確保するために，デ ミニュエ ン ドを意味す るピアノを伴 うフ ォルテ

の指示 を減7和 音に付加 した上で，他の管楽器が奏で る音 に合 わせ るよう

にホル ンのハ ン ド ・ス トップ音 を用いた。 また， この減7和 音 を準備す る

ためにモー ツァル トは，第64小 節で も属7和 音の なかで2つ のハ ン ド・ス

  譜例4 モーツァル ト：アリア，〈Mentre ti lascio>K.513，64-67小 節

elute

Clarinet in Bb

Vll

Bassoon 1/11

Elom inEb

l/ll

Violin 1

Violin 11

Viola

Bass

Bassi
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トップ音 を起用 してい る(譜 例4)。 これ らに よ り，第65小 節 にあ る減7

和 音 には，他 の和音 にはない緊張感が付加 されるこ とになったばか りか，

繰 り返 される ことに より “terror” が持 つ言葉 の意味が希薄 にな って しま

うこ とを，1箇 所 のみで減7和 音 を強調す るこ とで防 ぐ結果 となった。

 モ ーツ ァル トは，歌詞が付帯 している登場 人物 の感情 をサポー トす るた

めのほか，作 品の構造 的な輪郭 を強調す るこ とに も，ホル ンのハ ン ド・ス

トップ音 を伴 う不協和音 を使用 し た。 これ ら不協和音 に は， 〈Mentre ti

lascio>の そ れ と同様 に， ホル ンのハ ン ド ・ス トップ音が加 わ る ことで，

強度 の緊張感が備 わ り， その緊張 の解決 は，作 品が持つ構造 上の区分を表

す終止和音 の到来で行 われ る。 したが って不協和音 の 目的は，終 止和音 そ

の もの を強調 す るこ とにあ る。例 えば， ピア ノ協奏 曲へ長 調K.459の 第

1楽 章 のカデ ンツ ァ前 にある減7和 音 でモーツ ァル トは，第1ホ ル ンに，

第2ホ ル ンとのユ ニゾ ンを避 けて，ハ ン ド ・ス トップ音 で あるe” をあえ

て与 えている。 これによ りここの和音 は，厚 みを増 しより充実 した もの と

な り，次 にある，カデ ンツ ァの到 来を告 げる第2展 開 トニ ック和音 を明確

譜例5 モ ー ツ ァル ト ：ピア ノ 協 奏 曲 ト長 調K.459， 第1楽 章 ，

   390-392小 節

  Flute

Obce 1

Obce I l

Bassoon翼 ノ11

Hom in F

UII

にアピール してい る(譜 例5)。 同様 な例は， ピアノ協 奏曲ハ短調K.491

の 第1楽 章の カデ ンツァ前 にある減7和 音 と， ピアノ協奏 曲変 ホ長調K.

449第3楽 章の オー ケス トラによる導入部の終 わ りに も見 るこ とが で きる。
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 さ らにモー ツ ァル トは，作品 にお ける区分 の終 わ りを示す終止和音の直

前だけで な く，テーマ とテーマ を結ぶ ブ リッジにあたる部分や，提示部 を

閉め る終結部 などの，セ クシ ョンその ものを強調 するために もハ ン ド ・ス

トップ音 を含む不協和音 を使用 している。 これは， ピア ノ協奏 曲変 ホ長調

K.482な ど のい くつか の作 品 に見る ことが で きる(表2参 照)。 この よう

な作品では，ハ ンド ・ス トップ音 を含 む不協和音 と，その直後 に置かれて

い る，不協和音の緊張が解決 される協和音 の2つ だけが強調 されてい るの

ではな く， これ ら和音が，他の和音 とともに複合 的に用い られ ることによ

り，セ クシ ョン全体 を強調 している と考 えるこ とがで きる。

 モ ー ツ ァル トは，ハ ン ド・ス トップ音 を含む和音 を複数連続 して使用す

ることで，作品 にあ る構造上 の区分 を強調 する ことも試みている。 これ は

交響 曲二 長調K.504〈 プ ラハ〉の 第1楽 章 で見 る ことが で きる。 この楽

章 は，性格が異 なる2つ の テーマ と長大 な展 開部 を含む ソナ タ ・アレグロ

形式で書かれてい て，音楽 的な緊張 感が クライマ ックスとして現 われ る箇

所がい くつ もあ る。 そのひ とつ である，再現 部におけ る第1と 第2テ ーマ

の ブ リッジ部で， ホル ンのハ ン ド ・ス トップ音が，第237か ら第240の4小

節 に わた り用 い られ てい る(譜 例6)。 この 部 分で は，提 示部 で そ うで

あ った ように，第1テ ーマが幾 度 とな く展 開 され，第2テ ーマの導入 直前

で音楽的 クライマ ックスが訪 れる ようにな ってい る。 この様子 は，バ スの

動 きを見るこ とで容 易に理解 する ことがで きる。 クライマ ックス前 では，

連続 して奏 で られる6つ の同一音程の8分 音符，2つ の16分 音 符 ，そ して

1つ の4分 音符か らなるモテ ィー フが，休符 を挟んで繰 り返 される。 そ し

て クライマ ックスに向かって このモテ ィー フは，8分 音符4つ と4分 音 符

1つ に と短 くなる。 さらには， クライマ ックスで休符が な くな り，連続 し

た8分 音符 に変化す る(238-240小 節)。 また，和音の変化 を見てみる と，

モ テ ィーフが4つ の8分 音 符 と1つ の4分 音符 になる時点 か ら，バスは半

音 階 で5度 昇 って(Aか らE，235-240小 節)ク ラ イマ ッ クス に到 達 す

る。提示部 でバ スに よる5度 の上昇があ る箇所で は， モーツ ァル トは，ホ



Fl
ut
e]
川

Ob
oe
 
I/
H

Bn
∬
oo
n!
ノ
11

No
rn
 
in
 
D

ll
l I

Tr
um
pe
t 
in
 
D

UI
I

Ti
mp
ai
ミ
：
D/
A

Vi
ol
in
 
I

Vi
ol
in
 
II

Vi
ol
a

F3
az
si

 
 
譜
例
6 
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

4s
 
 
 
 
 
 
 
 
㎏

，

交
響
曲
二
長
調
K.
50
4〈

プ
ラ
ハ
〉，
第
1楽
章
，
23
7-
24
2小
節

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3i
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
e

bn

，一
.
A O
 
 

遑
翅
1

1 
 
置
 
 
1 
 
π
一
 
 
L 
.

H 
._
 

1、
1

r 
 
 
、
  
  
 
  
 
  
  
 
  
  
 
  
【
  
暫
  
 
 
 
P 
 
  
.

 
 
. 
 
 
，

鼠
 
 
」
一
論
姆
，

 
 
脚

」
」
7 
 
 
 
冨
  
 
F 
 
 
置

- 
 
 
 【

}
. 
1 
  
 
鹽
  
 
 
【

r 
 
 
 
「

1 
 
 
  
【
  
 
 
1

匸
   
 
r 
 
 
.

L 
 
  
  
  
 
  
■

：
 
巳
 
 
屬
 
 
1

”
，
ll
星
1

」■

覗
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
r一
ρ
o

、
一
膤一
■
一
冨
亠
貝
一
A 
置
 
 
 
 
卩
 
 
`

r 
 
r 
l

「

_ 
 .
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
L

u

冒
 
・
J 
 
J・
凵
1

【
  
 
 
 
 
 
1 
 
-「
  
】
L 
 
 
 
 
冒

' 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
星
 -
 
一
-【
. 
」
「
 
卩
 
 
 
 
 躍
 
 
 
璽

凸
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
1 
 
 
 
 
 
【
  
1 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
■
  
 
 
f

匸
1 
  
 
 
 
」
  
 
1 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
■

J 
 
rg
 
 i
  
 
 
  
 
`

1
置

鹽
1 
  
 
幽

匸
  
 
1

_ 
 
  
 
  
 
  
  
 
  
 
 【

昼
 
 
 
 r
 
  
 

厂
  
 
7

厘
  
 
 7
r-
r一

ρ
【

f 
 
 
「

1 
 
 
 
 
 
 
り
 
 
 
 
 
 
 
噌
匹

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
 

_…
≡
≡
≡
≡
…≡
i萋
≡
≡
耋
≡
萋
鬘
匡
…
≡≡
≡
≡
ヨ
ii
≡…
耄
萋
i藝
圭
藝
鬘
蓬
萋

直
q

9

自

り

ヒ
，

'
'

隼
2
(.
 
 
し
rで
一
丶

 
葎
葎
+一
£
毎
↓
1

r 「
} '

i
、
 
戸

▼
【

.■
  
 
1 
 
  
  
『
 .
■

1
f

一
7

o
4

..
と
亠
ぜ
，
，
ぜ

夏
`

[
■
 
 
 旦
匸
冨

、
1一
L

一
「
h.

「
■

，
  
 
，
竹

T
匚
  
 
「
匸
  
 
 
【
  
 
 
i

匚
一
#

S
1 
 
1 
 
亂
 
'

竃
亠
亠
槻
亠

卩 ナ

脚

r
'層
 
 
 
、
コ
、

【
L

一一
r 
6 
ρ
o置
厂
 
 厂
 
 
 
厂
 
 
ρ

ni
 

1 
 
 
 
1

1
「

一
_ 
】
  
 
.

1 
【
 
「
 
 
I 
I

1 
 
 
 
1 
 
 
 
i 
 
 
 1

'
一

l 
l 
l」
1，

」
π
置
 
 
 厂
 
 ■
卩

1
、

韲
L

.j
匚
  
 
 
1一
 
..
「

匸
置
.
一

押
一
，

匸
'

L 
 
L
邑

切 O



            モー ツァルトとホルンのハ ンド・ス トップ音 51

ル ンだけでな くテ ィンパニー を伴 う トラ ンペ ッ トとともにに，オープ ン音

であ るC(コ ンサ ー ト ・ピ ッチでDに あ た る)を 用 いて クライマ ックス

を演 出 してい る。 しか し，再現部 の同 じ場所 においては，そ こにあ る トラ

ンペ ッ ト ・パー トが示 して い るよ うに，Aか らEの5度 上昇 を オー プ ン

音 のみでサポー トす ることはで きない。モ ーツ ァル トは， トランペ ッ トと

同 じ音 をホル ンに課す ることはで きたが， その限 られた音 のみでは， クラ

イマ ックス に必要 な緊張感 を十分 に生み 出す こ とは困難になる。そ こで彼

は，複数のハ ン ド ・ス トップ音 と， ほとんど使用 されるこ とがなかった第

7倍 音 のb'一flatを組 み合 わせ るこ とで，ホル ンの音 をクラ イマ ックスにお

いて絶や さない ようにし， これ によ りここでの緊張 感を保つ ことに成功 し

ている。

 モ ー ツァル トは，音楽的 な緊張感 とは関連 のない ところで もホル ンのハ

ン ド・ス トップ音 の使 用 を試み てい る。具 体的 には，短調 の作 品 におい

て，ホル ンが使用す る音の種類の増幅 を図るこ とを行った。短調では，基

調音階 におけ る3度 の音がEbで あ り，そ こには オープ ン音の要 の1つ で

あ るEが 含 まれ てい ない。そ こで18世 紀 の作 曲家達 は，短調 の オーケ ス

トラ作品 を書 くにあ たっては，平行長調管 用のホル ンではな く，関連長調

用のホ ルンを通常使用 していた。例 えば二短調の作品では，D管 で はな く

F管 が用 い られる ことが一般的であ った。 しか しこれでは，ホ ル ンのオー

プ ン音だけ を使用 して オー ケス トラ ・パー トを書 こうとす ると，基調部で

使用で きる音の数が限 られ て しま う。 そこでモー ツァル トは， ピアノ協奏

曲二短調K.466で ， 関連 長調用 の ホル ンでは な く，平行 長調管 用 の楽器

を，ス トップ音 で あるe”一flatを使 いなが ら起用 した。 しか しこの 使 い方

は，ハ ン ド ・ス トップ音の使用 をある程 度制御 して しまうと  K.466で

はe”一flatが多 数 回 用 い られ て い るが ，総 計 数 は長 調 作 品 にお け る3度

(e”)と 比 較す ればそれ程多 くない  ホ ル ンを充分 に活用で きな くな っ

て しまうためか，K.466以 降モ ーツ ァル トは，短調 のオーケス トラ作品 を

作 曲す るにあ たって，ハ ン ド・ス トップ音 を視野に入れて平行長調用の ホ



 52

ル ン を用い ることはなか った。

 最 後 に，モー ツ ァル トが， オーケス トラ作 品におけ る典型的 なホ ルン ・

パー ト内でハ ン ド・ス トップ音 を用 いた時期 を検 討 してみ る。先 に述べ た

ように，モー ツ ァル トがあ りきた りのホル ン ・パー トでハ ン ド ・ス トップ

音 を起 用 したの は，彼 が ウ ィー ンに移住 す る直前 の1781年 に初 演 された

《イ ドメネオ》か らであ る。 ウ ィー ン移住以 降モ ーツ ァル トは， しば ら く

ハ ン ド ・ス トップ音 を用 いてオーケス トラ作 品 を書かなか ったが， ピアニ

ス トと して名が知 られ るようにな り， それ とともに 自作 自演のための ピァ

ノ協奏曲の需要が高 くなった1784年 頃 か ら，ホル ンのハ ン ド ・ス トップ音

を多用す るようになった。 これは， モー ツァル トが オーケス トラ作品 を書

く機会が増 えた ことを示す だけでな く，彼 が次 第にオー ケス トレー シ ョン

に工夫 を凝 ら し始めた こ とを も表 している。1786年 に 初演 された 《フィガ

ロの結婚》 を境 に， モー ッ ァル トは ピア ノ協奏 曲を書か な くなっ てい く

が， プ ラハ の た め に作 曲 した 《ドン ・ジ ョヴ ァ ンニ》 と 〈プ ラハ 交 響

曲〉，そ して創作 目的がは っ きり判明 してい ない三 大交響 曲中の2作 品 な

ど，1788年 頃 までの ウ ィー ン時代 の絶頂期 に，モー ツァル トはホ ルンのハ

ン ド ・ス トップ音 を多 くの作 品の なかで用 い た。そ の後，1790年 初 演 の

《コシ ・フ ァン ・テ ゥッテ》 には， ホル ンが独奏 楽器 と扱 われて いる場 面

があ り，そ こで はハ ン ド・ス トップ音が惜 しみな く使われてい る。 また，

長年 にわたって1791年 ま で書 かれたが未完 で終 わったホ ルン協奏 曲二長調

K.412に も，ハ ン ド・ス トップ音 が多 く含 まれてい る。 この他い くつかの

独奏作品 にハ ン ド・ス トップ音 は見 られるが，モー ツァル トは，1788年 以

降，典型的 なホル ン ・パ ー ト内でハ ン ド ・ス トップ音 を使わ な くなって し

まった。 この原 因は明 らか ではないが ，1788年 以 降，モー ツァル トには意

欲的 なオー ケス トラ作 品を作 曲す る機 会が少な くなって しまったことに関

係 してい るか と思われ る。
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*  *  *

 モ ー ツ ァル トの死後ハ ン ド ・ス トップ音は， オー ケス トラ作品の なかで

頻繁に用い られる ようにな り，やがてはバルブの誕生 とともに， オー プ ン

音 とハ ン ド ・ス トップ音 との区別はな くな ってい った。早い時期で はベー

トー ヴェ ンが，第三交響 曲 〈英雄〉の なかで，3本 の ホル ンを駆使 して，

ホ ル ンの ソロ ・パ ッセー ジ以外 の ところで，特 に第1楽 章で 多 くのハ ン

ド ・ス トップ音 を書いてい る。 この ような背景の なかで，モ ーツ ァル トが

試み た，オー ケス トラ作品 内の典 型的 なホ ル ン ・パー トでの ハ ン ド・ス

トップ音の起用は，管楽器の歴史の なかで重要 な意味 を持 っているか と思

われ る。

注

(i/”ln between small phrases of solid octaves and fifths， they[horn players]

 have nothing to do.” お よ び “[The hom playersl hold a tied G for half a dozen

 bars， and then gently pump out a long passage of staccato octave quavers.”

 Martha Kingdon Ward， ”Mozart and the Horn， ”Music and Letters，31(1950)，

 p.318.

(2)代 表 的 な 交 換 用 の 管 に は ，Bb， C， D， Eb， E， F， G， A， ア ル トBb， と ア ル トC

 用 な ど が あ っ た 。 唇 や 手 を 用 い て の ホ ル ン の 演 奏 法 に つ い て は ， 最 近 出 版 さ れ

 た ジ ョ ン ・ハ ン フ リ ー ズ の 本 に 要 約 さ れ て い る 。John Humphries， The Early

 Horn：APractical Guide(Cambridge：Cambridge University Press，2000)，pp.54

 -62参 照 。

(3)例 え ば ，J.マ ー レ イ ・バ ー バ ー は ， 古 典 期 の ウ ィ ー ン の 宮 廷 オ ー ケ ス ト ラ

 に は 一 流 の 金 管 奏 者 が お ら ず ， こ れ が そ の 楽 団 の た め に 作 品 を 書 い て い た 作 曲

 家 達 が 技 巧 的 な ホ ル ン ・パ ー ト を 書 か な か っ た 要 因 で あ る と し て い る 。

 ”'T'hroughout the Classical Period the Imperial orchestra at Vienna contained no
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(16)デ ィ ベ ル テ ィ メ ン トハ 長 調K.188は ，5本 の ト ラ ンペ ッ トを 必 要 とす る

 が ，f”とf”一sharp両 方 の 音 が 書 か れ て い る の は， 第1ト ラ ンペ ッ トの パ ー トの
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